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■目的
① ご家族様が、ペットの健康維持、予防医療についてどのように考えているか、実際に健診を受けさせているか、ペットの健康

管理の意識と実態を把握する。
② ご家族様の「ペットの健康診断の日」「Team HOPE」の認知状況を確認する。

上記結果を今後のTeam HOPEの活動に生かすとともに、この結果を、2月発行予定のTeam HOPEニュースレター
第6号の記事に生かす。

調査の概要

＜ペットのご家族様調査＞

■調査対象
・犬、猫のご家族（（家族の中で主にペットの面倒を見たり、健康管理をしている人）全国、20歳以上、

有効回収数 412
・犬・猫のご家族様各206名
（ペットの年齢7歳未満 各103ｓ、7歳以上各103ｓ）
＊対象者は事前にスクリーニングし、上記に該当する人のみを調査対象とする。複数飼っている場合は、
分類の際は年齢が上のペットのご家族様とした。

■調査方法
：ｗｅｂ調査

■調査期間
：2017年11月28日～29日
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調査のサマリー

〇対象のペットの状況
犬も猫も1頭目の年齢が上がると複数飼う人の割合が増加する傾向がある。1頭目の犬が7歳以上だと2割のオーナーが複数の犬を飼い、同じく7歳
以上の猫オーナーは、半数近くが2頭以上飼っている。猫オーナーは犬オーナーより複数飼っている人が多い。
犬は、トイプードル、雑種、柴犬、ミニチュアダックスフント、チワワなどが多い。猫は半数以上が雑種である。

〇ペットの既往・健康状態
大きな怪我や病気は「特にない」という答えが7割を超える。年齢が高いと犬、猫とも病気の手術や服薬経験が増加する。
現在の健康状態を聞いたところ、犬、猫とも7歳未満では6割前後が「とても良好」と答え、ほとんどが「良好」である。一方、7歳以上は、犬・猫とも「と
ても良好」といいう答えが4割に満たず、「良好」という人も8割に満たない。これらは傾向としては昨年と同様である。

〇ペットを病院に連れていくこと
ペットを病院に連れて行く頻度は、多い人は月に複数回、少ない人は何年かに1度と、ばらつきが大きい。
7歳以上の犬のオーナーは他のペットより通院頻度が高い人が多く、 1ヶ月に1回以上通院する人が2割を超える。
全体に猫のほうが病院に行く頻度が低く、また、猫は年齢が高いほうが、より、通院頻度が低い。

〇健康診断の受診状況
ペットに定期的な健診をさせている人が最も多いのは7歳未満の犬オーナーで、44％。ついで7歳以上の犬オーナーで40％。
猫オーナーは犬オーナーより定期健診を受けさせておらず、7歳未満が33％、7歳以上が26％であった。
7歳以上の猫オーナーは4割超が健診を受けさせたことがないと答えている。

定期的に健診を受けさせている人の中で頻度を見ると、犬・猫とも、1年に1回という人が最も多く、ほとんどは1年に1回以上。7歳未満の犬オーナーは
健診頻度が高く、半年に1回という人が4割に上る。

健康診断の内容は「触診」「問診」、「視診」の3種類が8割超、「聴診」「血液検査」がほぼ同程度で6割弱。、尿調査は犬も猫も7歳未満のほうが多
く2割を超えている。犬は便検査、猫はレントゲンがやや多めである。

1回あたりの健診にかけている金額は、全体では5000円未満の人が3割。1万円未満の人が約８割を占め、昨年より高い価格帯の人がやや減少し
た。猫オーナーより犬オーナーのほうはやや1万円以上かける人が多い。
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〇健康診断への考え
現在の健康診断に満足している（「非常に満足している」＋「まあ満足している」）という人は、全体の7割で昨年とほぼ同様である。
猫オーナー、犬オーナーとも若いペットを飼っているほうが、満足している人は多い。
健診は、「手ごろな価格なら健診を受けさせたい」というオーナーが最も多く、4割。ほぼ同程度で「お金がかかってもペットの健康のために定期的に健
診を受けさせたい」と答えている。この傾向は昨年同様である。

健診を受けているかどうかを切り口に見ると、現在定期健診をしている人は「お金がかかってもペットの健康のために・・・」との考えが7割を超えており、
未受診の人は「今はペットが健康だから必要ない」という人が4割を超える。

〇健康寿命を延ばすために大切なこと
健康寿命を延ばすことについて、大切（非常に大切＋やや大切）と答えているオーナーは昨年と同様全体では85％程度。
健康寿命を延ばすために「非常に心がけている」という人が最も多いのは「かかりつけの動物病院を作る」ついで「予防接種を受ける」である。
「心がけている（非常に＋やや）」という人の割合でみると、「食事の質や量を管理する」「普段の体調を把握し、異常を見つける」が、「かかりつけの
動物病院を作る」と同様に８割を超えており、この3項目がオーナーにとっての最重要項目といえる。
この傾向も昨年同様である。
「普段の体調を把握し、異常を早く見つける」「かかりつけの動物病院を持つ」という点は犬、猫に関係なく、ほとんどのオーナーが「心がけている」。「予
防接種を受ける」「適度に散歩や運動をさせる」の2項目は特に猫より犬、7歳以上より7歳未満のオーナーが心がけている。

○ペットの健康や病気で不安と思うこと
特に多いのは「病気の兆候の見つけ方がわからない」「ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の経済的な負担」でともに3割。ついで「ペッ
トに万一のことがあった場合、ペットロスになってしまわないか」「どのぐらいの症状で病院に連れて行くべきか分からない」で、いずれも2割を超えている。
一方不安なことは特にないという人もペットの種類に関係なく2割いる。

○動物病院
動物病院を選ぶ際に重視する点として、「ドクターやスタッフの人柄の良さ」「診察時の説明が分かりやすいこと」「自宅から近いこと」が、各6割近くであ
る。最も重視する点でみると、「診察時の説明が分かりやすいこと」 「ドクターやスタッフの人柄の良さ」 「気になることがあったら気軽に相談に乗ってもら
えること」の３つで５割に達し、相談しやすく親身になってもらえる病院が求められていることがわかる。

調査のサマリー
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○セミナーについて
動物病院でついでに聞きたいこととして最も多いのは「栄養・食事」40％、「病気や感染症の予防」37％、「健康に老いる」３２％、「歯の健康」
30％ となっている。ペットの種類や年齢でも若干異なり、全体には若いペットのオーナーの方は聞きたいことが多い傾向がある。

獣医師によるセミナーは「聞きたいこと」が多い傾向が見られた若いペットのオーナーは、やはり「参加したい」という割会が高く、犬、猫とも6割を超
える。
特に7歳未満の犬オーナーは「是非参加したい」という人が１／４おり、参加意向が強い。

○Team HOPE（チームホープ）とペットの健康診断の日
ペットの健康診断の日を「知っていると答えた人は全体で５％。7歳未満の犬オーナーはやや認知度が高く、７％。一方、イベント認知はそれよ
り高く、全体で１割を超えている。
「ペットの健康診断の日」や、ＰＲイベント情報への接触があった人に、接触媒体を聞いたところ、最も多かったのはテレビ番組で、「見た(聞い
た）と答えた人の半数近く。ついでwebニュースや記事であった。また、少しずつではあるか、ラジオ、SNS、動物病院などもあった。

「Team HOPE（チームホープ）」のロゴマークを見たことがあるという人は、1割。これも7歳以下の犬オーナーは認知が高く、17％に上った。

調査のサマリー

「Team HOPE（チームホープ）」を知っているという人は1割。前回同様ペットが若い方が認知率が高く、猫より犬オーナーの方が
認知度が高い傾向が見られる。
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性別 年齢

全体 男性 女性
全体

20才～
24才

25才～
29才

30才～
34才

35才～
39才

40才～
44才

45才～
49才

50才～
54才

55才～
59才

60才以
上

全体
412 175 237 

全体
412 16 25 38 48 62 64 53 34 72 

100.0 42.5 57.5 100.0 3.9 6.1 9.2 11.7 15.0 15.5 12.9 8.3 17.5 
ペ
ッ
ト
の
分
類

犬オーナー_7歳未満
103 31 72 ペットの

分類
犬オーナー_7歳未満 103 7 11 12 15 12 16 7 7 16 

100.0 30.1 69.9 100.0 6.8 10.7 11.7 14.6 11.7 15.5 6.8 6.8 15.5 

犬オーナー_7歳以上
103 55 48 犬オーナー_7歳以上 103 1 3 6 13 16 20 19 7 18 

100.0 53.4 46.6 100.0 1.0 2.9 5.8 12.6 15.5 19.4 18.4 6.8 17.5 

猫オーナー_7歳未満
103 42 61 猫オーナー_7歳未満 103 6 6 12 10 19 18 15 4 13 

100.0 40.8 59.2 100.0 5.8 5.8 11.7 9.7 18.4 17.5 14.6 3.9 12.6 

猫オーナー_7歳以上
103 47 56 猫オーナー_7歳以上 103 2 5 8 10 15 10 12 16 25 

100.0 45.6 54.4 100.0 1.9 4.9 7.8 9.7 14.6 9.7 11.7 15.5 24.3 

地域

全体 北海道
東北地
方

関東地
方

中部地
方

近畿地
方

中国地
方

四国地
方

九州地
方

全体
412 19 22 137 86 76 23 8 41 

100.0 4.6 5.3 33.3 20.9 18.4 5.6 1.9 10.0 
ペット
の分
類

犬オーナー_7歳未満
103 1 7 33 24 21 9 1 7 

100.0 1.0 6.8 32.0 23.3 20.4 8.7 1.0 6.8 

犬オーナー_7歳以上
103 4 4 37 18 23 7 0 10 

100.0 3.9 3.9 35.9 17.5 22.3 6.8 0.0 9.7 

猫オーナー_7歳未満
103 5 6 27 26 17 4 6 12 

100.0 4.9 5.8 26.2 25.2 16.5 3.9 5.8 11.7 

猫オーナー_7歳以上
103 9 5 40 18 15 3 1 12 

100.0 8.7 4.9 38.8 17.5 14.6 2.9 1.0 11.7 

回答者の属性

犬と猫のオーナーの飼っているペットのうち、
最年長のペットでオーナーを分類した。



7

■飼っている頭数

回答者が飼っている頭数

犬オーナー_7歳未満

犬オーナー_7歳以上

猫オーナー_7歳未満

猫オーナー_7歳以上

■飼っている頭数

(n=103)

(n=103)

(n=103)

(n=103)

前回

95.1

4.9

0.0

10.7 

80.6

17.5

1.9

8.7

65.0

26.2

8.7

16.5

49.5

30.1

20.4

8.7

92.2 

6.8 

1.0 

8.7 

79.6 

13.6 

6.8 

8.7 

71.8 

19.4 

8.7 

11.7 

53.4 

24.3 

22.3 

12.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1頭

2頭

3頭以上

猫

1頭

2頭

3頭以上

猫

1頭

2頭

3頭以上

犬

1頭

2頭

3頭以上

犬

調査対象は、オーナーが飼っている犬か猫のうち、最も年齢が高いものとした。7歳未満の犬オーナーは。犬は1頭だけの人が9割で複数
飼っている人は少ない。7歳以上の犬を飼っている人のうち2割が2頭以上飼っている。
猫オーナーは犬オーナーより複数飼っている人が多く、7歳以上の猫オーナーは、半数近くが2頭以上飼っている。
また、1割程度は犬も猫も飼っている。
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69.9 

71.8 

30.1 

28.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

犬オーナー_7歳未満(N=103)

犬オーナー_7歳以上(N=103)

雄 雌

調査対象のペットの属性を聞いた。
犬は雄が多く、約7割であった。昨年アンケートでも、同傾向であり、ペットとして雄のほうが選ばれていることがわかる。
7歳未満の2割が超小型犬であり、小型犬・超小型犬で7割を超える。7歳以上は、それに比べ中型犬が多い。
猫は昨年同様7歳未満は雄が多いが、7歳以上は雌が多い。

■あなたが一緒に暮らしている犬・猫のうち最も年齢の高いものの、性別とサイズ（サイズは犬のみ）

最年長（調査対象）のペットの性別・サイズ

21.4 

26.2 

52.4 

39.8 

21.4 

29.1 

4.9 

3.9 

0.0 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

犬オーナー_7歳未満(N=103)

犬オーナー_7歳以上(N=103)

超小型 小型 中型 大型 不明

56.3 

40.8 

43.7 

59.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

猫オーナー_7歳未満(N=103)

猫オーナー_7歳以上(N=103)

雄 雌
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犬合計 7歳以上 _7歳未満
トイプードル 29 13 16

雑種 27 17 10

柴犬 24 9 15

ミニチュアダックスフント 18 14 4

チワワ 17 7 10

ポメラニアン 11 3 8

パピヨン 10 4 6

ヨークシャーテリア 6 4 2

フレンチブルドッグ 6 2 4

ビーグル 5 5

ミニチュアシュナウザー 5 2 3

ラブラドールレトリーバー 4 4

プードル 4 3 1

シーズー 5 2 3

ダックスフント 3 3

コーギー 2 1 1

シェルティ 2 1 1

ダックスフンド 2 1 1

ボーダーコリー 2 1 1

豆柴 2 1 1

＜7歳以上 その他＞
カニンヘンダックスフンド
シェルティと柴犬ミックス
ジャックラッセルテリア
スピッツ
ボストンテリア
ミックス犬 シュナウザー;ヨークシャー
ミニプードル
紀州犬
甲斐犬

＜７歳以下 その他＞
イタリアングレーハウンド
ウェルシュ・コーギー・ペンブローク
キャバリア
キャバリアキングチャールズスパニエル
ゴールデンレトリバー
シープー
シベリアンハスキー
ジャーマンシェパード
チャイプー
チワワ（ロングコート）
ドーベルマン
ペキニーズ
ポメラニアンプードルのミックス

調査対象の犬の種類

調査対象のペットの種類を聞いた。
トイプードルが最も多く、30人（15％）、次いで、雑種27人(13％）、柴犬24人（12％）であった。
以下、ミニチュアダックスフント、チワワが続いている。
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調査対象の猫の種類

猫
猫オーナー
_7歳以上

猫オーナー
_7歳未満

雑種 134 79 55

アメリカンショートヘア 14 4 10

スコティシュホールド 8 2 6

ロシアンブルー 3 2 1

アビシニアン 2 1 1

マンチカン 3 3

ラグドール 2 2

ソマリ 1 1

ペルシャ 1 1

ロシアンブルーmix 1 1

エキゾチック 1 1

ノルウェージャンフォレスト 1 1

バーマン 1 1

ブリティッシュショートヘアー 1 1

メインクーン 1 1

ラガマフィン 1 1

日本猫 6 2 4

黒猫 4 1 3

三毛猫 5 3 2

雉トラ 5 2 3

茶とら 2 1 1

鯖トラ 3 1 2

雑種(さび猫) 2 1 1

トラ猫 1 1

ぶち猫 1 1

ミックス白黒 1 1

猫は「雑種」が最も多く、「トラ」などの表
記も含めると約7割を超える。
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■そのペットは、これまでに大きな病気や怪我をしたことがありますか。（いくつでも）

対象のペットの既往を聞いた。
全体では「特にない」という答えが約7割で、傾向は昨年同様である。
年齢が若いペットは9割近くが特に病気やケガもなく過ごしているが、7歳以上では「特になし」は6割。

ペットの既往

74.5 

6.8 

9.5 

0.2 

7.3 

3.2 

3.9 

69.2 

7.8 

9.5 

1.7 

6.8 

6.1 

2.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

特にない

怪我をして手術したことがある

病気をして手術したことがある

怪我で服薬中

病気で服薬中

経過観察中

その他

今回

前回

犬オーナー
_7歳未満

犬オーナー
_7歳以上

猫オーナー
_7歳未満

猫オーナー
_7歳以上

(N=103) (N=103) (N=103) (N=103)

86.4 65.0 87.4 59.2 

3.9 8.7 5.8 8.7 

3.9 15.5 1.0 17.5 

0.0 0.0 0.0 1.0 

1.0 13.6 2.9 11.7 

0.0 3.9 3.9 4.9 

4.9 1.9 1.0 7.8 

『その他』の内容
＜犬_7歳以上＞ひざ関節の手術経験あり 心臓病 結石 低血
糖 等
＜犬_7歳未満＞去勢手術を行った 食物アレルギー 膝関節亜

脱臼。 病気で入院したことがある・ 目に怪我をしたが、通院で
済んだ。
＜猫_7歳以上＞アレルギーで皮膚炎。塗り薬と飲み薬で治療中
怪我をして通院 関節炎 子猫の時から療養食 全く食べない、
水分もとらないことがあった 尿結晶 尿路結石 尿路結石症
＜猫_7歳未満＞ 拾ってきた当時は服薬していたが、今は服
薬していない、
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現在の健康状態を聞いた。
犬、猫とも7歳未満ではほとんどが「良好（とても良好＋やや良好）」と答えている。
7歳以上は、犬・猫とも「良好」といいう答えが7歳未満より少ない。また、猫より犬の方がやや「良好」の割合が低い。

■そのペットの現在の健康状態はどうですか

現在の健康状態

46.4 

65.0 

26.2 

58.3 

35.9 

40.0 

31.1 

46.6 

38.8 

43.7 

9.0 

3.9 

15.5 

2.9 

13.6 

3.9 

0.0 

8.7 

0.0 

6.8 

0.7 

0.0 

2.9 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=412)

犬オーナー_7歳未満(N=103)

犬オーナー_7歳以上(N=103)

猫オーナー_7歳未満(N=103)

猫オーナー_7歳以上(N=103)

とても良好 やや良好 どちらともいえない あまり良くない 非常に良くない

とても良好＋やや良好

今回 前回

86.4 87.9 

96.1 98.1 

72.8 70.9 

97.1 96.1 

79.6 86.4 
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2.4 

1.9 

3.9 

0.0 

3.9 

12.1 

14.6 

18.4 

8.7 

6.8 

14.8 

21.4 

18.4 

11.7 

7.8 

26.9 

35.0 

28.2 

21.4 

23.3 

19.4 

14.6 

13.6 

34.0 

15.5 

20.6 

10.7 

13.6 

20.4 

37.9 

3.6 

1.9 

3.9 

3.9 

4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=412)

犬オーナー_7歳未満

(N=103)

犬オーナー_7歳以上

(N=103)

猫オーナー_7歳未満

(N=103)

猫オーナー_7歳以上

(N=103)

1か月に2回以上 1か月に1回程度 3か月に1回程度 半年に1回程度 1年に1回程度 1年に1回未満 その他

■あなたはどのくらいの頻度でそのペットを病院に連れていきますか。（治療・健診含む）

ペットを病院に連れていく頻度

年平均（回）

今回 前回

3.6 4.2 

4.0 4.4 

4.8 6.7 

2.4 3.3 

2.9 2.4 

『その他』の内容
猫オーナー_7歳未満 連れていってない ２ /様子がおかしいときに連れていく /全快したので通院は、していない/行かない/

一度しかない ほとんどない。
猫オーナー 行かない 全快したので通院は、していない
犬オーナー_7歳未満具合が悪くなった時だけ ドッグスクールに預けているので最近は行ってませんが、以前は月に一度は行ってました
犬オーナー_7歳以上病気になったことがないので /病院に行ったことがない/調子が悪いとき。 何かあった時

ペットを病院に連れていく頻度を聞いた。猫より犬の方が通院頻度は高く、3か月に1回以上通院している猫オーナーは約2割なのに
比べ、犬オーナーは約4割に上る。
犬、猫とも、7歳未満より7歳以上の方が1か月に1回以上というオーナーの割合が高いが、その一方で1年に1回未満の割合も7歳
以上の方が多く、ペットの年齢が上がると通院頻度は二極化する傾向がみられる。
健康状態の良しあしと病院に行く頻度は必ずしもリンクしていないようである。

＊年平均回数は加重平均値
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■あなたはそのペットに定期的に健康診断を受けさせていますか

病院への通院頻度と同様、犬の方が健診率も高く、4割前後、猫は3割前後。犬、猫とも年齢が若い方が定期的に健診を受けさせて
いる割合が高い。
猫7歳以上のオーナーは4割が健康診断を受けさせていない。

健康診断受診状況

35.7 

43.7 

39.8 

33.0 

26.2 

31.6 

24.3 

35.0 

35.0 

32.0 

32.8 

32.0 

25.2 

32.0 

41.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=412)

犬オーナー_7歳未満(N=103)

犬オーナー_7歳以上(N=103)

猫オーナー_7歳未満(N=103)

猫オーナー_7歳以上(N=103)

定期的に受けさせている 定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある 受けさせたことはない

定期的＋受診経験あり

今回 前回

67.2 66.0 

68.0 68.9 

74.8 73.8 

68.0 65.0 

58.3 56.3 
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■（定期的に受けさせている方）定期健診の頻度

定期的に受けさせている人に頻度を聞いたところ、年に1回という人が最も多かった。「定期的」という人は、ほとんどが1年に1
回以上健診を受けており、昨年と同様である。
犬は年に2回以上というオーナーも多く、7歳未満の犬の4割は年に2回以上受けている。

健診の頻度

29.9 

40.0 

34.1 

20.6 

18.5 

67.3 

55.6 

65.9 

79.4 

74.1 

2.7 

4.4 

0.0 

0.0 

7.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=147)

犬オーナー_7歳未満(n=45)

犬オーナー_7歳以上(n=41)

猫オーナー_7歳未満(n=34)

猫オーナー_7歳以上(n=27)

1年に2回以上 1年に1回程度 2～3年に1回程度 4年に1回以下

1年に1回以上受けた
人の割合

今回
N=147

前回
Ｎ＝127

97.3 98.4 

95.6 100.0 

100.0 100.0 

100.0 93.6 

92.6 100.0 
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■最近ではいつ受けさせましたか（これまでに健診をうけたことがある方）

74.0 

84.3 

67.5 

81.4 

61.7 

14.8 

12.9 

19.5 

12.9 

13.3 

4.3 

2.9 

3.9 

4.3 

6.7 

6.9 

0.0 

9.1 

1.4 

18.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=277)

犬オーナー_7歳未満(n=70)

犬オーナー_7歳以上(n=77)

猫オーナー_7歳未満(n=70)

猫オーナー_7歳以上(n=60)

この1年以内 1～2年以内 2～3年以内 3年以上前

健診を受けている、もしくは受けたことがあるというオーナーに、最も最近でいつ健診を受けたかを聞いた。
1年以内という人が最も多く、犬・猫とも7歳未満オーナーの8割超が1年以内に受けている。昨年に比べ、7歳未満のオーナ
は、1年以内に受けさせたという人が、１０ポイント以上増加している。
一方、7歳以上の犬オーナーは1割、猫オーナーは2割が3年以上受けさせていない。これは昨年と同傾向である。

この1年以内

今回
N=277

前回
N=272

74.0 67.6 

84.3 69.0 

67.5 73.7 

81.4 68.7 

61.7 56.9 

直近の受診
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受診している健診の内容

健康診断の内容を見ると、触診、問診、視診が8割を超えており、まずこの3つが健診の基本といえよう。
ついで、聴診と血液検査が5割前後。聴診、尿検査は犬猫とも若い方がやや多く、便検査は犬の方が多く実施している。
昨年に比べると、聴診、血液検査、尿検査、レントゲン、超音波の数値がいずれもやや下がっている。

88.4 

87.0 

83.8 

57.4 

52.0 

19.1 

16.6 

10.1 

5.4 

1.4 

85.3 

82.4 

60.7 

59.2 

21.3 

19.9 

9.2 

2.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

触診

問診

視診

聴診

血液検査

便検査

尿検査

レントゲン

超音波検査

その他

今回(n=277) 前回（n=272

全体
犬オーナー
_7歳未満
(n=70)

犬オーナー
_7歳以上
(n=77)

猫オーナー
_7歳未満
(n=70)

猫オーナー
_7歳以上
(n=60)

触診 87.1 87.0 87.1 86.7 

問診 88.6 79.2 87.1 80.0 

視診 87.1 88.3 88.6 90.0 

聴診 62.9 53.2 64.3 48.3 

血液検査 57.1 57.1 38.6 55.0 

便検査 11.4 15.6 5.7 6.7 

尿検査 22.9 10.4 25.7 18.3 

レントゲン 15.7 10.4 20.0 21.7 

超音波検査 4.3 7.8 1.4 8.3 

その他 2.9 0.0 1.4 1.7 予防接種 フィラリヤ（犬オーナー_7歳未満）
具体的にはわからない（犬オーナー_7歳未満）
覚えていない（猫オーナー_7歳以上）

＊

＊

＊印は今年新たに追加した項目

■受診している健診の内容
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31.0 

20.0 

32.5 

38.6 

33.3 

48.0 

57.1 

42.9 

44.3 

48.3 

16.2 

18.6 

18.2 

14.3 

13.3 

2.9 

0.0 

5.2 

2.9 

3.3 

1.1 

1.4 

1.3 

0.0 

1.7 

0.7 

2.9 

0…

0.0 

0…

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0…

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(n=277)

犬オーナー_7歳未満(n=70)

犬オーナー_7歳以上(n=77)

猫オーナー_7歳未満(n=70)

猫オーナー_7歳以上(n=60)

5000円未満 5000円～1万円未満 1万～2万円未満 2万～3万円未満 3万～5万円未満 5万～7万円未満 7万円以上

■健康診断を受けさせたことがある方にお伺いします。1回の健診のおおよその金額はどのくらいですか。
※複数回受けさせたことがある方は最も最近の健診についてお答えください。

健診にかける金額

健診を受けたことがある人に1回あたりの健診にかけている金額を聞いた。大きな傾向は昨年と同様だが、犬の7歳以上、猫
の7歳未満オーナーの1万円未満の人が昨年より増加した。
猫オーナーより犬オーナーのほうが1万円以上かけている人の割合が多い。

１万円未満の割合

今回 前回

79.1 75.0 

77.1 76.1 

75.3 67.1 

82.9 73.1 

81.7 86.2 
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18.1 

20.0 

16.9 

18.6 

16.7 

50.9 

55.7 

41.6 

62.9 

43.3 

26.4 

21.4 

32.5 

17.1 

35.0 

4.0 

2.9 

7.8 

1.4 

3.3 

0.7 

0.0 

1…

0.0 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(n=277)

犬オーナー_7歳未満
(n=70)

犬オーナー_7歳以上
(n=77)

猫オーナー_7歳未満
(n=70)

猫オーナー_7歳以上
(n=60)

非常に満足している やや満足している どちらともいえない あまり満足していない 全く満足していない

■あなたは現在の健康診断に満足していますか。（※最も最近の健診について）

健診への満足度

＊健診の各満足度の理由自由回答は別紙参照

健診に非常に満足している人は飼っているペットによる差はあまりなく、全体では2割弱。やや満足という人は犬猫とも7歳未
満オーナーは多く、5割を超えるが、7歳以上オーナーは4割程度にとどまる。昨年と同様の傾向である。
自由回答を見ると、満足している人は「丁寧」「説明してくれる」「信頼できる」などが多く、あまり満足していない人は価格面を
上げている人が比較的散見される。

満足（非常に＋やや）

今回 前回

69.0 70.6 

75.7 71.8 

58.4 55.3 

81.4 83.6 

60.0 74.1 
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73.7 

3.0 

0.8 

3.0 

12.8 

7.5 

2.3 

59.6 

4.1 

0.0 

6.2 

18.5 

11.0 

3.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

同じように受けさせている（受けさせていない）

犬は受けさせているが猫は受けさせていない

猫は受けさせているが犬は受けさせていない

犬種や猫種により異なる

ペットの年齢により異なる

過去にした病気により異なる

その他

今回(n=133)

前回（n=146)

犬オーナー
_7歳未満
(n=16)

犬オーナー
_7歳以上
(n=26)

猫オーナー
_7歳未満
(n=39)

猫オーナー
_7歳以上
(n=52)

68.8 65.4 82.1 73.1 

12.5 7.7 0.0 0.0 

6.3 0.0 0.0 0.0 

0.0 3.8 5.1 1.9 

25.0 15.4 5.1 13.5 

6.3 7.7 2.6 11.5 

0.0 0.0 5.1 1.9 

■健康診断の受診状況は現在一緒に暮らしているそれ以外のペットでも同様ですか。

ペットの種別による健診差異

複数のペットを飼っていると答えた人に、ほかの（年齢が下の）ペットの健診状況を聞いた。
どのペットも同じようにしているという人が昨年より10ポイント以上増え、７割。ついで「ペットの年齢により異なる」「過去の病気により異
なる」だが、こちらは昨年より減少している。
同じように受けさせているという人は猫オーナーの方が大きく、ペットの年齢により異なるという人は犬オーナーに多い。

『その他』
ほかの猫は定期検診は受けてない（猫オーナー_7歳以上）
まだこれから（猫オーナー_7歳未満）
受けさせていない（猫オーナー_7歳未満）
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犬オー
ナー_7歳
未満

(N=103)

犬オー
ナー_7歳
以上

(N=103)

猫オー
ナー_7歳
未満

(N=103)

猫オー
ナー_7歳
以上

(N=103)

50.5 33.0 41.7 44.7 

43.7 37.9 47.6 30.1 

32.0 19.4 27.2 26.2 

21.4 19.4 19.4 22.3 

7.8 8.7 13.6 6.8 

5.8 7.8 9.7 7.8 

4.9 5.8 2.9 2.9 

1.9 1.0 3.9 7.8 

1.9 3.9 1.0 2.9 

1.9 1.0 1.9 3.9 

42.5 

39.8 

26.2 

20.6 

9.2 

7.8 

4.1 

3.6 

2.4 

2.2 

41.7 

39.1 

27.9 

9.0 

8.5 

6.6 

6.1 

3.4 

3.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

手ごろな価格なら健診を受けさせたい

お金がかかってもペットの健康のために定期的に

健診を受けさせたい

どのような健診内容が有効なのか知りたい

今はペットが健康だから必要ない

人の健診のようにいろいろな健診を受けさせたい

健診にいく時間がない

健診はペットが老齢になってからでよい

健診はペットがつらそうなので受けさせたくない

ペットに健診は必要ない

その他

今回(N=412)

前回（n=412）

■あなたはペットの健康診断についてどのようにお考えですか。

ペットの健康診断についての考え

ペットの健康診断は「手ごろな価格なら受けさせたい」という人が最も多く、ついで、「お金がかかっても定期的に受けさせたい」がほぼ拮
抗している。
全体に昨年と同傾向であり、今回新規でいれた「今はペットが健康だから必要ない」は2割いる。

＊印は今年新たに追加した項目

＊
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25.2 

74.8 

24.5 

4.1 

10.2 

6.1 

2.7 

1.4 

1.4 

0.7 

60.0 

28.5 

31.5 

18.5 

10.8 

10.0 

6.2 

3.1 

2.3 

3.8 

44.4 

12.6 

23.0 

40.7 

6.7 

7.4 

3.7 

6.7 

3.7 

2.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

手ごろな価格なら健診を受けさせたい

お金がかかってもペットの健康のために定期的に健診を受けさ

せたい

どのような健診内容が有効なのか知りたい

今はペットが健康だから必要ない

人の健診のようにいろいろな健診を受けさせたい

健診にいく時間がない

健診はペットが老齢になってからでよい

健診はペットがつらそうなので受けさせたくない

ペットに健診は必要ない

その他

定期受診 n=147

受診経験あり n=130

受診未経験 n=135

ペットの健康診断についての考え（健診受診状況別）

ペットの健康診断を受けているかどうかで、健康診断についての考えを見た。
定期健診をしている人は「お金がかかってもペットの健康のために・・・」と考えている人が多く、定期健診をしたことがある人は「手ごろな価
格なら」という人が多い。また、定期健診をしていない人は「手ごろな価格なら」 「今はペットが健康だから必要ない」と考えている人がそ
れぞれ4割おり、健診をしない主な理由が明らかである。

■あなたはペットの健康診断についてどのようにお考えですか。



<「その他」 内訳>
• 病気になる前に値段が手頃で犬の負担にならない健診を受けさせたいです（犬オーナー_7歳未満）
• 毎年のワクチン注射でも大騒ぎする為、一人ではなかなか病院に連れていけない （犬オーナー_7歳以上）
• 必要なら受けさせる （犬オーナー_7歳以上）
• 嫌がるから（犬オーナー_7歳以上）
• 猫は連れて行くときに嫌がるので、苦労が多いです（猫オーナー_7歳未満）
• 全員連れて行くのが大変（猫オーナー_7歳未満）
• その時々に必要に応じて受けさせたい（猫オーナー_7歳未満
• 必要であらば（猫オーナー_7歳以上）
• 特に必要をかんじていない（猫オーナー_7歳以上）
• 体調不良の時にすぐに診察してもらう（猫オーナー_7歳以上）
• 常に接触しています。具合の悪そうなときにはできるだけ早く診察を受けさせたい。（猫オーナー_7歳以上）
• 健診の時に猫を押さえつけて診察するのであまり連れて行きたくないです。（猫オーナー_7歳以上）
• 具合が悪くなった時に受けさせたい。（猫オーナー_7歳以上）
• 一匹だけなら色々してやりたいが7匹いるので（猫オーナー_7歳以上）
• 異常が出たら連れて行く（猫オーナー_7歳以上）
• ﾍﾟｯﾄの性格・獣医師さんやスタッフさんの対応次第でもっと行くと思います。（猫オーナー_7歳以上）
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■あなたはペットの健康診断についてどのようにお考えですか。
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健康寿命を延ばすことについて、大切（非常に大切＋やや大切）と答えているオーナーは昨年と同程度の85％。犬オー
ナーも、猫オーナーも若いペットを飼っている方がそう考えている人がやや多い傾向も昨年と同様。

■あなたは、一緒にお暮らしになっているペットの健康寿命を延ばすことについて、どのようにお考えですか。

ペットの健康寿命を延ばすことを大切だと考えるか

大切（非常に＋やや）

今回 前回

85.2 85.9 

91.3 89.3 

78.6 86.4 

89.3 90.3 

81.6 77.7 

51.0 

64.1 

39.8 

51.5 

48.5 

34.2 

27.2 

38.8 

37.9 

33.0 

13.8 

8.7 

17.5 

10.7 

18.4 

1.0 

0.0 

3.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=412)

犬オーナー_7歳未満(N=103)

犬オーナー_7歳以上(N=103)

猫オーナー_7歳未満(N=103)

猫オーナー_7歳以上(N=103)

非常に大切 やや大切 どちらともいえない あまり大切ではない 全く大切ではない
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51.0 

57.8 

50.0 

44.4 

34.2 

34.7 

34.6 

33.3 

13.8 

6.8 

13.8 

21.5 

1.0 

0.7 

1.5 

0.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体n=412

定期的に受けさせているn=147

定期的には受けさせていないが、受けさせたことはある
n=130

受けさせたことはないn=135

非常に大切 やや大切 どちらともいえない あまり大切ではない 全く大切ではない

■あなたは、一緒にお暮らしになっているペットの健康寿命を延ばすことについて、どのようにお考えですか。

＜健診受診状況別＞

健診を受けさせているかと、健康寿命を延ばすことへの意識は相関がある。
定期的に健診を受診させているオーナーは、ペットの健康寿命を延ばすことを「非常に大切」と考えている人が6割近いが、
受診したことがないオーナーは「非常に大切」と考えている人が半数に満たない。

ペットの健康寿命を延ばすことを大切だと考えるか（健診受診状況別）
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31.6 

31.1 

41.3 

21.1 

44.4 

21.6 

26.7 

21.6 

22.3 

19.7 

15.5 

55.8 

53.4 

42.7 

53.2 

29.4 

51.5 

45.1 

49.3 

44.9 

29.9 

10.9 

9.5 

15.5 

13.3 

21.6 

13.8 

19.7 

20.6 

23.1 

26.9 

27.7 

26.0 

3.2 

0.0 

1.7 

2.7 

7.3 

6.1 

6.6 

3.9 

4.1 

13.3 

20.1 

0.0 

0.0 

1.0 

1.5 

5.1 

1.2 

1.0 

2.2 

1.7 

9.5 

27.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【食事の質や量を管理する】

【普段の体調を把握し、異常を早く見つける】

【かかりつけの動物病院を作る】

【ペットの健康や病気についての知識を持つ】

【予防接種を受ける】

【ペットの体重を管理する】

【適度に散歩や運動をさせる】

【ペットが人間に換算すると何歳ぐらいか知る】

【少しでも気になることがあれば病院に相談する】

【健康診断を1年に1回以上受ける】

【ペット保険に入る】

非常に心がけている やや心がけている どちらともいえない あまり心がけていない 全く心がけていない

心がけている
（非常に＋やや）

今回 前回

87.4 86.9 

84.5 87.1 

84.0 87.6 

74.3 ―

73.8 72.3 

73.1 75.7 

71.8 ―

70.9 76.0 

67.2 66.7 

49.5 45.9 

26.5 26.2 

■ペットの健康寿命を延ばすために、あなたはどのようなことを心がけていますか。

ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること

ペットの健康寿命の為に心がけていることについてそれぞれの程度を聞いた。「心がけている（非常に＋やや）という人が最も多いのは
「食事の質や量を管理する」ついで、「普段の体調を把握し異常を早く見つける」「かかりつけの動物病院をつくる」で、いずれも8割を超
えている。ただし「非常に心がけている」という人でみると「予防接種を受ける」「かかりつけの動物病院をつくる」が4割を超え、特に重視さ
れていることがわかる。

＊

＊

＊印は今年新たに追加した項目
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38.8 
32.0 

26.2 
29.1 

37.9 
29.1 

24.3 
33.0 

50.5 
37.9 
39.8 
36.9 

27.2 
20.4 
19.4 
17.5 

70.9 
46.6 

39.8 
20.4 

54.4 
53.4 
62.1 
53.4 

50.5 
52.4 
61.2 
49.5 

42.7 
43.7 

46.6 
37.9 

54.4 
50.5 
54.4 

53.4 

22.3 
35.0 

34.0 
26.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

【食事の質や量を管理する】

【普段の体調を把握し、異常を早

く見つける】

【かかりつけの動物病院を作る】

【ペットの健康や病気についての

知識を持つ】

【予防接種を受ける】

非常に心がけている やや心がけている

(n=103)
(n=103)
(n=103)
(n=103)

犬オーナー_7歳未満
犬オーナー_7歳以上
猫オーナー_7歳未満
猫オーナー_7歳以上

■ペットの健康寿命を延ばすために、あなたはどのようなことを心がけていますか。

ペットの健康寿命を延ばすために心がけていること（犬・猫別）

全体に7歳未満の犬オーナーは健康寿命を延ばすことに熱心とみられる。
「食事の質や量を管理する」「普段の体調を把握し、異常を早く見つける」はどのペットのオーナーも、8割以上が心がけている。
「かかりつけの動物病院を持つ」という点はやや猫7歳以上オーナーが8割に満たないが全体には心がける人が多い。、
予防接種」「適度な運動」は犬には定着しているが、猫オーナーに少な目。
「健康診断を1年に1回以上受ける」という7歳以上猫オーナーは3割にとどまる。

32.0 
24.3 

11.7 
18.4 

44.7 
31.1 

17.5 
13.6 

26.2 
23.3 

13.6 
23.3 

27.2 
26.2 

13.6 
22.3 

27.2 
17.5 
21.4 

12.6 

35.0 
9.7 
14.6 

2.9 

50.5 
48.5 

64.1 
42.7 

43.7 
50.5 

44.7 
41.7 

46.6 
49.5 

51.5 
49.5 

51.5 
41.7 

43.7 
42.7 

30.1 
36.9 
33.0 

19.4 

15.5 
6.8 

14.6 
6.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

【ペットの体重を管理する】

【適度に散歩や運動をさせる】

【ペットが人間に換算すると何歳

ぐらいか知る】

【少しでも気になることがあれば

病院に相談する】

【健康診断を1年に1回以上受け

る】

【ペット保険に入る】
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31.1 

30.6 

24.0 

21.6 

18.2 

17.5 

16.3 

16.0 

15.3 

15.0 

12.9 

12.9 

11.4 

3.9 

2.9 

0.5 

20.9 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0

病気の兆候の見つけ方が分からない

ペットが病気やけがで長く治療が必要に…

ペットに万一のことがあった場合、ペットロ…

どのぐらいの症状で病院に連れて行くべ…

ペットにとって今の飼い方で良いか分から…

ペットが病気やけがで長く治療が必要に…

ペットの病気やけがなどの際にペットのた…

自分に万一のことがあった場合、ペットの…

食事の内容や量が適切なのか分からない

ペットをうまくしつけられない

健康管理の方法が分からない

ペットの健康を保つ為に何をすれば良い…

かかりつけ医の休診の日や夜間の救急…

気軽に相談できるかかりつけの動物病院…

ペットの心配事を話し合える人がいない

その他

分からない。不安なことは特にない。

■ペットの健康や病気に関連することで、分からなかったり、
不安に思ったりすること

犬オー
ナー_7歳
未満

(N=103)

犬オー
ナー_7歳
以上

(N=103)

猫オー
ナー_7歳
未満

(N=103)

猫オー
ナー_7歳
以上

(N=103)

33.0 27.2 36.9 27.2 

35.0 23.3 33.0 31.1 

29.1 18.4 25.2 23.3 

19.4 18.4 24.3 24.3 

28.2 15.5 17.5 11.7 

19.4 14.6 14.6 21.4 

15.5 10.7 17.5 21.4 

13.6 10.7 19.4 20.4 

22.3 9.7 15.5 13.6 

26.2 19.4 7.8 6.8 

16.5 12.6 12.6 9.7 

15.5 10.7 15.5 9.7 

5.8 8.7 13.6 17.5 

2.9 4.9 2.9 4.9 

3.9 1.9 3.9 1.9 

0.0 1.0 1.0 0.0 

19.4 20.4 20.4 23.3 

病気の兆候の見つけ方が分からない

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の経済的な負担

ペットに万一のことがあった場合、ペットロスになってしまわないか

どのぐらいの症状で病院に連れて行くべきか分からない

ペットにとって今の飼い方で良いか分からない

ペットが病気やけがで長く治療が必要になった場合の自分の気持ちや体力

ペットの病気やけがなどの際にペットのために十分時間を割けるか

自分に万一のことがあった場合、ペットの面倒を誰が見てくれるか

食事の内容や量が適切なのか分からない

ペットをうまくしつけられない

健康管理の方法が分からない

ペットの健康を保つ為に何をすれば良いか分からない

かかりつけ医の休診の日や夜間の救急対応

気軽に相談できるかかりつけの動物病院がない

ペットの心配事を話し合える人がいない

その他

分からないこと不安なことは特にない。

病院で見てもらって、薬を与えたり食事の管
理をしてもそれがベストな状況なのかがわ
からないこと（犬オーナー_7歳以上）

歯磨きをちゃんとしたい。上手くなりたいで
す。（猫オーナー_7歳未満）

ペットの健康や病気で不安と思う行為目で、特に多いのは「病気の兆候の見つけ方がわからない」「ペットが病気やけがで長く治療が必要
になった場合の経済的な負担」でともに3割。ついで「ペットに万一のことがあった場合、ペットロスになってしまわないか」「どのぐらいの症状で
病院に連れて行くべきか分からない」で、いずれも2割を超えている。
一方不安なことは特にないという人もペットの種類に関係なく2割いる。

ペットの健康・病気に関する、知りたいこと
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59.7 

59.0 

56.1 

47.6 

44.9 

44.4 

43.0 

37.9 

23.5 

21.4 

18.7 

8.5 

7.5 

6.3 

3.4 

1.0 

3.9 

17.5 

19.4 

11.4 

14.3 

5.3 

9.2 

6.3 

4.9 

2.4 

2.7 

1.9 

0.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.5 

3.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

ドクターやスタッフの人柄の良さ

診察時の説明が分かりやすいこと

自宅から近いこと

気になることがあったら気軽に相談に…

料金設定が明確であること

料金が高くないこと

土日も開業していること

健康についてのアドバイスが受けられること

夜間救急対応があること

設備環境が整っていること

知人の評判や口コミ

ネット上の評判のよさ

医療だけでなく、他のサービス（トリミング・ホテルなど）も付随していること

往診してくれること

医療だけでなく、グッズやペットフードなどの販売をしていること

その他

特になし

いくつでも

最も

ドクターやスタッフの人柄の良さ

診察時の説明が分かりやすいこと

自宅から近いこと

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること

料金設定が明確であること

料金が高くないこと

土日も開業していること

健康についてのアドバイスが受けられること

夜間救急対応があること

設備環境が整っていること

知人の評判や口コミ

ネット上の評判のよさ

医療だけでなく、他のサービス（トリミング・ホテルなど）も付随していること

往診してくれること

医療だけでなく、グッズやペットフードなどの販売をしていること

その他

特になし
医者の腕（猫オーナー_7歳以上）
医師の人柄（猫オーナー_7歳未満）
いつも混んでいる病院（犬オーナー_7歳以上）
生まれた時から知ってくれている（犬オーナー_7歳以上）

■ 動物病院を選ぶ際、重視する点

動物病院を選ぶ際に重視する点として、「ドクターやスタッフの人柄の良さ」「診察時の説明が分かりやすいこと」「自宅から近いこと」が、
各6割近くである。最も重視する点でみると、「診察時の説明が分かりやすいこと」 「ドクターやスタッフの人柄の良さ」 「気になることがあっ
たら気軽に相談に乗ってもらえること」の３つで５割に達し、相談しやすく親身になってもらえる病院が求められていることがわかる。

動物病院選択の重視点
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動物病院を選ぶ際、どのような点を重視
しますか。(いくつでも）

その中で最も重視するもの

全体
全体

(N=412)

犬オー
ナー_7
歳未満
(N=103)

犬オー
ナー_7
歳以上
(N=103)

猫オー
ナー_7
歳未満
(N=103)

猫オー
ナー_7
歳以上
(N=103)

全体
(N=412)

犬オー
ナー_7
歳未満
(N=103)

犬オー
ナー_7
歳以上
(N=103)

猫オー
ナー_7
歳未満
(N=103)

猫オー
ナー_7
歳以上
(N=103)

ドクターやスタッフの人柄の良さ 59.7 62.1 50.5 68.9 57.3 17.5 17.5 16.5 17.5 18.4 

診察時の説明が分かりやすいこと 59.0 68.0 56.3 62.1 49.5 19.4 20.4 26.2 14.6 16.5 

自宅から近いこと 56.1 58.3 49.5 65.0 51.5 11.4 13.6 12.6 10.7 8.7 

気になることがあったら気軽に相談に乗ってもらえること 47.6 50.5 40.8 57.3 41.7 14.3 13.6 7.8 22.3 13.6 

料金設定が明確であること 44.9 49.5 34.0 49.5 46.6 5.3 8.7 2.9 5.8 3.9 

料金が高くないこと 44.4 42.7 33.0 51.5 50.5 9.2 6.8 7.8 7.8 14.6 

土日も開業していること 43.0 46.6 31.1 48.5 45.6 6.3 3.9 3.9 6.8 10.7 

健康についてのアドバイスが受けられること 37.9 42.7 39.8 39.8 29.1 4.9 3.9 7.8 4.9 2.9 

夜間救急対応があること 23.5 31.1 17.5 25.2 20.4 2.4 2.9 1.0 3.9 1.9 

設備環境が整っていること 21.4 22.3 19.4 21.4 22.3 2.7 3.9 3.9 1.0 1.9 

知人の評判や口コミ 18.7 20.4 14.6 22.3 17.5 1.9 1.0 3.9 1.9 1.0 

ネット上の評判のよさ 8.5 8.7 4.9 10.7 9.7 0.2 0.0 0.0 1.0 0.0 

医療だけでなく、他のサービス（トリミング・ホテルなど）も付
随していること

7.5 12.6 2.9 11.7 2.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

往診してくれること 6.3 4.9 3.9 9.7 6.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

医療だけでなく、グッズやペットフードなどの販売をしてい
ること

3.4 3.9 1.9 5.8 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他 1.0 0.0 1.9 1.0 1.0 0.5 0.0 1.0 0.0 1.0 

特になし 3.9 3.9 4.9 1.9 4.9 3.9 3.9 4.9 1.9 4.9 

動物病院選択の重視点
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犬オーナー
_7歳未満
(N=103)

犬オーナー
_7歳以上
(N=103)

猫オーナー
_7歳未満
(N=103)

猫オーナー
_7歳以上
(N=103)

47.6 30.1 43.7 37.9 

38.8 27.2 42.7 39.8 

23.3 35.9 28.2 39.8 

39.8 31.1 28.2 20.4 

32.0 19.4 35.0 23.3 

36.9 15.5 19.4 8.7 

22.3 7.8 18.4 11.7 

19.4 8.7 11.7 13.6 

5.8 1.0 2.9 2.9 

3.9 1.0 0.0 1.9 

8.7 15.5 7.8 16.5 

39.8 

37.1 

31.8 

29.9 

27.4 

20.1 

15.0 

13.3 

3.2 

1.7 

12.1 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

栄養・食事

病気や感染症の予防

健康に老いる

歯の健康

ストレスと対処法

しつけの方法

運動不足にならない工夫

上手なダイエットの仕方

睡眠

その他

特に相談したいことがない

全体(N=412)

アレルギー、体重（犬オーナー_7歳未満）
健康寿命を延ばすあらゆる方法（猫オーナー_7
歳以上）

食の欲求が淡泊な犬への適切な給餌方法（犬
オーナー_7歳未満）
爪の切り方（猫オーナー_7歳以上）

いろんな病気を抱えたペットの安全で健康な生活
の仕方（犬オーナー_7歳以上
歯磨きの上手なやり方（犬オーナー_7歳未満
その都度気になることがきける（犬オーナー_7歳
未満

■動物病院を受診した際に、ついでに気軽に相談できればしたいこと

動物病院でついでに聞きたいこととして最も多いのは「栄養・食事」40％、「病気や感染症の予防」37％、「健康に老いる」３２％、
「歯の健康」30％ となっている。ペットの種類や年齢でも若干異なり、全体には若いペットのオーナーの方は聞きたいことが多い傾向
がある。

動物病院で相談したいこと
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14.6 

24.3 

8.7 

12.6 

12.6 

42.2 

41.7 

40.8 

48.5 

37.9 

32.0 

29.1 

36.9 

29.1 

33.0 

8.3 

3.9 

6.8 

8.7 

13.6 

2.9 

1.0 

6.8 

1.0 

2.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=412)

犬オーナー_7歳未満(N=103)

犬オーナー_7歳以上(N=103)

猫オーナー_7歳未満(N=103)

猫オーナー_7歳以上(N=103)

是非参加したい まあ参加したい どちらとも言えない あまり参加したいと思わない 全く参加したいと思わない

■獣医師による無料セミナー・相談会があったら参加したいと思いますか

「聞きたいこと」が多い傾向が見られた若いペットのオーナーは、やはり「参加したい」という割会が高く、犬、猫とも6割を超える。
特に7歳未満の犬オーナーは「是非参加したい」という人が１／４おり、参加意向が強い。

獣医師による無料セミナー参加意向
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4.9 

6.8 

3.9 

5.8 

2.9 

95.1 

93.2 

96.1 

94.2 

97.1 

0% 50% 100%

全体(N=412)

犬オーナー_7歳未満
(N=103)

犬オーナー_7歳以上
(N=103)

猫オーナー_7歳未満
(N=103)

猫オーナー_7歳以上
(N=103)

知っている 知らない

ペットの健康診断の日を「知っていると答えた人は全体で５％。7歳未満の犬オーナーはやや認知度が高く、７％。一方、イベント認知は
それより高く、全体で１割を超えている。
「ペットの健康診断の日」や、ＰＲイベント情報への接触があった人に、接触媒体を聞いたところ、最も多かったのはテレビ番組で、「見た
(聞いた）と答えた人の半数近く。ついでwebニュースや記事であった。また、少しずつではあるか、ラジオ、SNS、動物病院などもあった。

1.9 

3.9 

1.9 

1.0 

1.0 

9.0 

12.6 

6.8 

8.7 

7.8 

89.1 

83.5 

91.3 

90.3 

91.3 

0% 50% 100%

確かに見た（聞いた）

見たような（聞いたような）気がする

見たり聞いたりしたことはない

10月13日が、「ペットの健康診断の
日」であることの認知

「ペットの健康診断の日」や、
ＰＲイベント情報への接触

実数 ％

全体
45 100

TV番組で 21 46.7

WEBのニュースや記
事で

17 37.8

ラジオ番組で 6 13.3

ＳＮＳ（twitter、
facebook、
インスタグラムなど）で

6 13.3

動物病院で 6 13.3

友人・知人から 5 11.1

新聞記事で 4 8.9

その他 0 0

接触媒体

「ペットの健康診断の日」認知と情報接触

■「ペットの健康診断の日」について
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■あなたはこのロゴマークを見たことがありますか？

10.0 

16.5 

4.9 

11.7 

6.8 

90.0 

83.5 

95.1 

88.3 

93.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=412)

犬オーナー_7歳未満(N=103)

犬オーナー_7歳以上(N=103)

猫オーナー_7歳未満(N=103)

猫オーナー_7歳以上(N=103)

見たことがある 見たことはない

「Team HOPE（チームホープ）」のロゴマークを見たことがあるという人は、1割。これも7歳以下の犬オーナーは認知が高く、17％に
上った。

「Team HOPE（チームホープ）」ロゴマーク認知
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■あなたは、ペットの健康寿命を延ばす活動をしている、獣医師の団体「Team HOPE（チームホープ）」を
知っていますか。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体(N=412)

犬オーナー_7歳未満(N=103)

犬オーナー_7歳以上(N=103)

猫オーナー_7歳未満(N=103)

猫オーナー_7歳以上(N=103)

活動内容まで知っている 名前を見た（聞いた）ことがある 知らない

知っている
＋見たことがある

今回 前回

10.7 15.5 

18.4 21.4 

7.8 12.6 

10.7 20.4 

5.8 7.8 

「Team HOPE（チームホープ）」認知

「Team HOPE（チームホープ）」を知っているという人は1割。前回同様ペットが若い方が認知率が高く、猫より犬オーナーの方が
認知度が高い傾向が見られる。


